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《お申込み方法 》　

１　WEB … 当館ホームページからお申込み下さい。

２　電 話 … 下記お申込み先へお電話ください。
※　お申込み後に人数変更 ・ キャンセルされる場合は、
　必ずご連絡ください。

【お申込み ・ お問い合わせ先】

兵庫陶芸美術館　学芸課

〒669-2135

兵庫県丹波篠山市今田町上立杭４

TEL　079-597-3965　　

HP　  https://www.mcart.jp

　古墳時代、朝鮮半島から窯やロクロの技術が日本に
もたらされたことにより、須恵器の生産が始まりました。
　その技術は５世紀を通して定着し、やがて日本列島
各地へと広がっていきます。
　須恵器の造形は、ルーツである朝鮮半島の陶質土器の
形を取捨選択しながら、日本の文化や人々の生活にあわ
せて、変化していきました。
　一見すると簡素にも見える日用使いの須恵器には、古代の
実用に即して生み出された美しさがあります。
　本講演では、須恵器の造形の背景にある生産技術や作り手
たちに注目しながら、古代社会の中で育まれた須恵器の魅力
についてお話いただきます。

会場

定員

参加費

当館研修棟１階 セミナー室

110 名 （事前申込制、 先着順）

無料

※ただし、本展の観覧券 （半券可） が必要です。

13 時 30 分〜15 時 （開場は13 時）

特別講演会

重要文化財《四耳壺》（部分）古墳時代（５世紀）　大阪府陶邑窯跡群栂225号窯跡出土　堺市蔵

講師
（兵庫県立考古博物館　館長）

「This is SUEKI　―古代のカタチ、無限大！」関連事業
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